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被災から２年、復興へ向けて目指す方向

～民間による街なか復興ビジョン、現在版～

(株 )街づくりまんぼう　尾形和昭（２８回生）

＜復興ビジョン作成までの経過と課題＞
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第９号
発行　東京・石中会広報委員会　事務局 /〒 330-0856　さいたま市大宮区三橋 4-339-4
加藤友成方　TEL ＆ FAX/048-877-9708　事務局メールアドレス　t-sekichukai-tk＠ jcom.home.ne.jp
平成２５年５月１日１０周年記念

WIDE　

SPECIAL

絆 の 「 花 は 咲 く 」 も 復 興 へ の 道 未 だ 遠 し

＜まちなか復興ビジョン概略版＞

　全国殆どの地方都市（まち）が抱える、人口減少・高齢化、郊外化による街の空洞化という深刻な問題に石巻も被災前

から直面していました。それを危惧する行政・民間の一部が力不足ながらも試行錯誤の取り組みを進め、２０１０年３月

中心市街地活性化法の認定を受けて立ち向かおうとしておりました。その矢先、２０１１年３月１１日の被災により街は

壊滅的な打撃を受けることとなりました。途方に暮れる多くの商店主や住民の中から、比較的若手の店主達が、水・食料・

物資の確保と配布、そして情報収集・連絡の為に「生きる為の朝会」が始まりました。そして自衛隊やボランティアの懸

命な姿に勇気づけられ、また全国からの支援を受けながら、自分たちの街を自分たちの手で復興させるべく取り組み歩み

出しました。先ずは被災した店舗を改修するにはどうしたら良いのか・・・そうした相談事や情報収集・会議をするコミュ

ニティースペースを作ること（まんぼう仮事務所兼集会所、街カフェ）、被災した街でも来街者を誘引する仕掛けの「点」（Ａ

ＫＴ４７、アイトピアホール等）を数箇所設置し、忘れさられない様に発信し続けること（石巻まちなか情報局 http://

www.ishinomakimatinaka.com/）、当面の被災地ツアーの受け皿づくりで街にお金を落とさせること（復興グッズ、街なか

復興マルシェ、石ﾉ森萬画館）等々、被災直後か

ら今出来ることを確実に進めてきました。

　しかし被災前に戻す復旧が仮に進んだとして

も、空洞化・人口減・高齢化（石巻は予測デー

タとして２０４０年までに３５％減と１０万人

を下回る時代が到来する）と言う厳しい現実を

認識し進めなければなりません。復興計画を立

てる本質は、「物質的・量的な満足」から「心の

豊かさ幸せ感を感じられる街づくり」を進めな

ければ意味が無い結果となると考えております。

そこで住民＋産学官＋ボランテイア＋プロなど

を巻き込んで、シュリンクする地域でも生き残

り得る復興街づくり計画を描く必要があると感

じています。
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2. 石巻の街なか資源 3. 街なか復興まちづくりの担い手 ４. 街なかビジョンの方向性

５. テーマごとのプロジェクト ６. プロジェクトの展開のイメージ

７. 街なかでの過ごし方 8. 実現に向けた体制とスケジュール

        　　１. はじめに

 目指すのは“石巻らしく持続可能なコンパクトな街”、その前提として津波浸水被災地であることを逆手に、世界中の何

処よりも安全意識の高い街とするソフト面の充実、絶対ではないまでも安心して暮らせるハード整備とそのルールづくり、

こうした自然災害への畏怖を忘れない街であり続けることが世界のモデルと成り得ると考えています。 

　空洞化し被災した街中に皮肉なことに、現実味がおびた「定住者人口の増加」と「交流人口の増加」の戦略、それを進

めるハードとソフト両面の手法として①被災者の受け皿と

して災害公営住宅や分譲マンションを街中に誘致し居住者

を増やすこと（民間主導型の再開発などの活用）、②石巻の

良さの再構築・街並みの再生で交流人口を増やすこと（食・

景観・歴史・文化など観光資源・病院など公的施設の集積）、

③ライフスタイルのブランド化と言う従来価値観の転換、

小さくとも光るビジネス・コミュニティビジネス・アート

など文化的なビジネス、ボランティアネットワークの蓄積

（ローカルならではのものを活かした創造的事業を新たな

住民・支援者となるボランティアと共に進め、I ターンを

促し起業化・定住化を図る）の三つである。　
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　誰がどう推進するのか？資金は？人材は？など課題は山積するが、国の復興予算、支援する産学の頭脳集団、高い意識の

ボランティアの若い力など、被災前にはあり得なかった条件が今なら揃っています。まさに今が最大のチャンス到来と捉え、

商店主・住民・まんぼうなど自らが想いを形にする為に動き始めています。ご紹介する「街なか復興ビジョン」は、全体像

が見えないとの市民・行政の声に応えるべく民間版の街なかエリアの近未来像を示すものであります。本ビジョンはより多

くの方々のご意見を集約して具現化に進むものであり、随時改定を行って行く羅針盤とご認識頂きどんどんご意見を頂戴で

きれば幸いです。

　　　　　　　　＜石ノ森萬画館リニューアルオープン＞

　震災後、全国の皆様より多くのご支援ご声援をいただきおかげさまで２０１２年１１月１７日に再開を果たすことがで

きました。

　その後一時休館し、リニューアル工事を行い３月２３日に新しい展示を加えてさらにパワーアップ。

震災直後の石ノ森萬画館周辺

石ノ森萬画館エントランス内リニューアルオープンの日、たくさんの方が来場されました

サイボーグ００９日和山から見た震災後の中瀬
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特集２．石巻復興サポーターズ

特集３．かんがるーの会は心の絆でバックアップ

　　　第 3回「かんがるーの会」チャリティイベントを終えて

坂口　いく子

東日本大震災より 2 年が経過し、2013 年 3 月 10 日に　私達「かんがるーの会」では、沢山の方のお集まりをいただいて

ふるさとに思いを馳せ　チャリティイベントを行いました。（於：東京医科歯科大学　MD 棟 26 階ラウンジ） 

今年は、第 1 部　元門脇小学校の校長　鈴木洋子先生の「東日本大震災　－その時　学校はー」で教育者としての立場

から経験された大地震・大津波の災害から、小学生達を安全な場所へ避難誘導し、子供たちの保護者へ無事お返しできた時

の様子、安堵の気持ちや、常日頃の防災教育の重要性についてご講演いただきました。近隣の被災者の避難所としての機能

も果たされるなど大変なご経験に、ただただ頭の下がる思いです。

続いて、第 2 部　チェロカルテット「16 本の弦の舞踏会」では、4 人のチェリストによる楽しい音楽や、お話から徐々

に和やかな雰囲気になり、本格的なチェロ演奏を聴くことが出来まし

た。被災された方々は勿論、会場においでいただいた皆様の気持ちを

和らげる音楽の力に感動・感動・感動！です。丸山泰雄さま、朝吹元

さま、灘尾彩さま、高橋泉さま　本当にありがとうございました。 

3 回忌を迎え、なかなか復興も遠く長い道ですが、自分の出来るこ

とをこつこつと継続し、同期の葉良枝さん、渡辺啓子さんとも協力し、

長期の支援を続けていきます。今後ともよろしくお願いいたします。　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

                                                                                   　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　坂口いく子

                                                       「石巻復興プロジェクト」の活動紹介

代表　花田　寛明、小塚　大洋

    復旧ではなく、復興を。お金ではなく、仕事を。石巻をそんな将来・夢のある街、応援したくなる街にしたい。

そんな想いを持った有志の集まりが石巻復興プロジェクトです。

　石巻復興プロジェクトの８割のメンバーが石巻市外で日頃は生活をしながらも、「被災地以外に住みながら石巻のため

にできること」を考え実践しています。代表の花田寛明 ( 石巻市出身 ) も本業を別に抱えながら、石巻復興プロジェクト

を切り盛りしていくために日々奔走しています。私たちの主な活動は①イベント企画・出店②石巻アンテナショップ「石

巻マルシェ」運営です。東京・横浜を中心とした各種イベントへの「石巻焼きそば」の出店や石巻特産品の販売を通して、

できるだけ多くの方に“石巻”というワードを良い経験と共に届け、石巻を知ってもらえるように努めております。また、

大田区大森駅西口のウィロード山王商店街では、石巻のアンテナショップ「石巻マルシェ」が 2011 年の 11 月にオープン

しました。毎週土曜日に開催されており、石巻から直送されるたくさんの商品が集められ、東京における石巻への復興支

援に関するヒト・モノ・カネ・情報が繋がる拠点になっています。石巻出身者やその家族を中心としたメンバーが、ボラ

ンティアで和気あいあいと、石巻自慢の商品 (味噌や鯨の缶詰、ほやなど )を事業者の想いを伝えながら販売しています。

継続して 1 年以上も毎週土曜日には石巻マルシェが開いていることで、地域の方にも石巻の商品のリピーターになって

頂き、商店街活性化の一助と

なっていることは、私たちの

大きな財産であります。一方

で、震災から 2 年が過ぎ News

報道も減り、震災の風化とい

う問題があります。石巻復興

プロジェクトも震災前の写真

展開催など、新たなことにチャ

レンジしていくので是非一度、

石巻マルシェに足をお運び下

さい！詳しくは

→ http://reishinomaki.net/

「かんがるーの会」の活動内容詳細については以下
のホームページをご参照ください。
 
 ＜第３回かんがるーの会（２０１３．３．１０．）＞
http://www6.ocn.ne.jp/~kangaroo/R3.html

＜「かんがるーの会」のホームページのご紹介＞
http://www6.ocn.ne.jp/~kangaroo/Welcome.html
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特集４．カムバック活気

P・S　　「かんがるーの会」は

2011 年 3 月 11 日の東日本大震災で親を亡くした、ふるさと東北の子供たちを支援することを目的として、

石巻圏（石巻市・女川町・東松島市）登米市出身者で立ち上げた会です。カンガルーが袋で子供を守るように、

みんなで子供たちをそっと支えるお手伝いができればと考えています。未来ある子供たちのために、今後も

支援を続けてまいります。

　kangaroo.no.kai@gmail.com 

Tel 049-243-9616　( 坂口　いく子 )

　是非　来年　御参加下さいますように・・・一同お待ちしております。

社団法人石巻元気復興センター　代表理事　松本俊彦

　2011 年 3 月 11 日、東日本大震災で甚大な被害を受けた宮城県石巻市。

　水産業が活発だった同市は、震災から 2 年が経過し、市内がある程度の復旧する一方で、津波による被害を大きく受け

た海沿いのエリアは今もって復旧の目処が立たない状況が続いている。

　震災直後の 4 月、その被害の大きさから、事業の継続を判断できずにいた多くの若手経営者・後継者が集まり、復興へ

向けての情報交換、地元国会議員との意見交換・要望書の提出が当団体活動の始まりだった。当初は苦しんでいるのは自

分だけじゃない。それを感じるだけでも心が救われた。毎月集まりながら情報交換をし、また時には専門家を招いての勉

強会、そして国の助成金申請への準備作業や各種補助策の勉強など必要な情報収集を積極的にした。そんな中、復興業種

とそうでない業種、被害規模の大小、インフラ整備の違い等で、復興に少しずつ差がでてきました。

　そこで、一番復興が遅れていて、石巻の基幹産業である加工業の復興に力をそそぐべく、2011 年 12 月に社団法人石巻

元気復興センターを設立し、各社の商品の詰合わせセットを主に販売を開始し、現在は各種展示会・商談会への協働での

積極参加や販路拡大の支援事業を各社協力しあいながら進めているところです。具体的な事業としては、日本各地の復興

イベント等での支援販売の窓口業務や百貨店、イベントへの出張販売業務、各種商談会への参加、石巻まちなか復興マル

シェ（復興商店街）への出店、新商品の共同開発などをおこなっています。

　その被害の大きさから、まだまだ先は見えませんが、前を向いて協力しあいながら、一歩一歩進んで参りますので、今

後とも皆様のご支援を宜しくお願いいたします。

各社の詰め合わせ商品石巻元気復興センターのメンバー
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特集５．来校の著名人たち
　2011 年３月 11 日以降たくさんの著名人に我が母校石巻中学校を訪れていただきました。ここでは特に新聞に取り上

げられた記事をご紹介します。
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記事は全て石巻日日新聞掲載から
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　　　「東京石中会」と「石中教育講演会」 

　　　　　　　　　　　　石巻中学校　校長　横澤昌憲 　　　　　　　

「東京石中会」設立１０周年，心よりお喜び申し上げます。

私が「東京石中会」の方と初めてお会いしたのは，教頭として本校に

勤務していた平成１７年２月，当時の広報委員会の井上勝夫委員長さん，

首藤光春さん，鈴木健司さんが来校した時でした。三氏は，「東京石中会」

の人材を在校生の大志を刺激することにぜひ活用してほしい旨を熱く語

られていたことを記憶しています。当時校長であった綿引雄一校長（１３

回生）がそのご厚意をありがたく受け入れ，５月に実施する修学旅行の

中で，先輩の話を聞く「課外授業」という形で実現することができました。講師は写真家の橋本照嵩さん，会場は生徒の

宿泊しているホテルでした。また，翌年の１月には，本校で青沼義信さんより全校生徒に講話をいただきました。これが

現在の「石中教育講演会」の原型となっています。直近では，宗教画家の渡辺総一さんより，「美と真実を求めて～キリス

ト教美術への旅～」と題してお話をいただきました。美術と宗教との出会い，そして，それらの融合。渡辺さんのお人柄

もよく分かり，生徒も非常に興味をもって聴講していました。

これまで，９名の先輩方から様々な分野の興味深いお話をいただきました。生徒個々が自らの職業観や勤労意識，生き

方について考えるためのよいきっかけづくりになっていると確信しております。「東京石中会」あっての「石中教育講演会」

であり，今後も本校の恒例行事である「石中教育講演会」への先輩諸氏のご派遣を強く願うところであります。

石巻の地より，「東京石中会」の更なるご発展と会員の皆様のご健勝をお祈り申し上げ，結びといたします。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　 　　　　　　　群鴎会

　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会長　浅野　亨　

　東京石中会１０周年おめでとうございます。

　そして、この会を支えて下さっている皆様、大変ご苦労様です。 2011.3.11 の巨大津波で「記

憶の中にある石巻」は一変しました。４千人を超す人々の生命も一瞬の内に奪われました。

　しかし、生かされた私達は「必ず石巻を再生させる」との決意と覚悟で、色々の問題解決の為、

行動を起こしております。

　復興への道程にある２つの大きなポイントは、産業の再生と住宅の確保です。２つの風がふ

いています。放射能の風評被害と 3.11 そのものの記憶の風化です。

　故郷を離れてしっかりとした実績を残された東京石中会の皆様も、それぞれの絆の中で、3.11 以後対応されたものと思い

ます。共に気合を入れて誇りを持って進みましょう。

　これからも、一日も早いより素晴らしい石巻創成に努力していきますので、ご指導と力強い応援を宜しくお願い申し上げ

ます。そして、東京石中会の皆様のご活躍と会の発展を心から期待しております。

 

お祝いのごあいさつが届きました
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祝 10 周年！　「東京・石中会」ますますのご発展をお祈りします。
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「東京・石中会の集い」石巻の思い出は一つ

　　　　　　　　　第 9回東京石中会の集いリポート

 　～平成 24 年 6 月 17 日（日） in 八重洲富士屋ホテル　赤松の間～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リポート　浅野　剛（36 回生）

　9 回目を迎える今回の集いは、震災の影響で前年は実施できなかった為 2 年ぶりの開

催となりましたが、来賓の方も併せて約 60 名の方に参加していただきました。

　第二部の懇親会では、「がんばります石巻」と題して石巻から株式会社街づくりまんぼ

う副社長の尾形和昭さん（28 回生）より石巻の現状と今後の復興についてご講演いただ

きました。また宗教画家の渡辺総一さん（18 回生）やトランペット奏者の伊勢秀一郎さ

ん（24 回生）をはじめ 23 名の初参加の方にスピーチをいただき会場は大変盛り上がり

ました。会場外では 3・11 震災時の石

巻地域を撮影した DVD や石巻限定の T

シャツ等のバザーも行われ多くの方に

ご購入いただきました。 年々参加人数

も増えてきて、何十年ぶりかで会う同

級生の方や親戚の方もいらっしゃいま

す。事務局として趣向をこらした懇親

会にしていきますので皆様何卒次回の

参加もよろしくお願い申し上げます。 

　　

首藤会長（８回生）の挨拶

全員で校歌斉唱

尾形和昭様にご講演いただきました

昔話に花が咲きます
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回顧１０年ひと昔
再生復興祈願　石巻 

会長　飯田勝紀（９回生）

   忌まわしき「3.11 東日本大震災」から３年目を迎えるのに、復興の報道は相変わらず暗い。震災が起きてから、少年時

代の石巻の原風景を思い出すことが多くなった。赤ふん姿で泳いだカミサンコ。日和山から見下ろす２本の灯台。広小路

の両脇に並ぶ盆や正月飾りの露天商。川開きの花火と賑わい。・・・ 「少しずつでもいいから、昔の姿が取り戻せないか！」

と願うのだが、お化けのように消えた風景は２年経っても戻ってこない。

　故郷を離れて暮らす者の郷愁は、地元で日々暮らす人々の苦悶とは比べものにならないが、無常としか言いようがない。 

東京石中会の方々も、肉親や親戚縁者の災難を抱えてそれぞれがやれることはやってきたと思うが、日が経つにつれ個人

の力量には限界を感じざるを得ない。東京石中会は、震災直後の募金活動以後は役員が手分けして復興イベントに出掛け

て支援してきたが、これからも地元と連携して息の長い支援活動を模索して続けて行きたい。

　会員の皆さんにもご協力いただきたいことがあります。同封したパンフレットの法人企業や会報紙面に掲載されている

再開した商店は石巻の再生復興に向けて頑張っています。折に触れ特産物をお買い求めになるなどは支援の一つです。お

中元やお歳暮などに利用されるのはいかがでしょうか。ご支援のほどよろしくお願いします。

　申し遅れましたが、私は昨年の総会で３代目の会長となった飯田勝紀です。 不慣れな会長ですが、どうぞよろしくお願

いします。 

この１０年を振り返って

 初代副会長　阿部　剛（3回生）

　

   平成１４年１０月５日、東京は有楽町の“ニュートーキョー”の会場で東京石中会の設立が全員一致で承認された。

　この一瞬、ついに此処までたどり着いたという喜びと同時にこれからの会をどう盛り上げていけばよいのか、という不

安と責任を感じた事を、昨日の事のように覚えている。

　昭和２２年４月に新制石巻中学校として開校、すでに半世紀以上が経っているのに、東京には同窓会がない、ぜひ作り

たいとの思いから有志が話し合い、 平成１４年春に設立準備委員会を立ち上げた。まず設立総会を１０月に開く事を前提

に、それに向かって役割分担を決め準備に入った。

　一番の難題は会員への伝達方法、名簿を集めるにはどうすればよいか！ 問題は山積みだった。そこで、地元の同窓会（群

鴎会）にご指導、ご協力を依頼すべく協力要請をした。ところが本部の事情で協力が得られず、やむを得ず東京組だけで

会員を探し出し、約５００名に案内状を出すまでにこぎつける事が出来た。しかし、残念ながら３９名の出席者と少なか

ったが、 会は和気藹々、楽しい会となり東京石中会発足の成功を確信できた。

　そして１０周年、会長も３代目となり着実にこれからの更なる発展を期待出来る処まで歩んできたと思う。

　東日本大震災で故郷石巻は大被害を受けたが、いち早く東京石中会として 皆さまのご協力のもと、義援金を石巻市長に

届け感謝の言葉を頂いた。引き続き東京石中会としては群鴎会と連繋して地元に何か役立てる方法がないか、会員の皆さ

んと一緒に考え実行していきましょう。 これが我々、東京石中会の理念だから！ 

創刊号 第２号 第３号 第４号
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第５号 第６号 第７号 第８号

　　　「東京石中会、草創期の思い出」 　　

　　　　　　　初代事務局長　阿部　剛夫（４回生） 
　
　もう早いもので今年は第 10 回総会に当たります。

　思えば、平成 14 年春、橋本　照嵩氏から東京近郊に在住している石巻中学校卒業生の間で、同窓会を立ち上げたい。つ

いては協力願いたいとのことでした。

　打ち合わせ会場に行くと、5回生の井上　勝夫、上原　藤三、8回生の橋本　照嵩、首藤　光春、鈴木　健司の諸氏が集まっ

ていました。

　会のそもそもの趣旨は、「会員の親睦」と「母校への恩返し」をしたいとのこと。先ずは手分けをして各回生の名簿作りをし、

活動資金は会員からの会費で賄う方向になりました。

　新制中学の実質的な一期生は 3 回生なので、 阿部　剛、青沼　義

信の両氏に会長の選出をお願いしました。

　準備会を何度かしているうちに、お互い言いっぱなし、聞きっぱ

なしで何を議論し、何を決めたのか不明な点が出てきました。そこで、

議事録を作ることになりました。提案者の私が事務局を引き受ける

ことになりました。

　平成 14 年 10 月設立総会を開催、総会の承認を得て会長秋月　英

美氏、副会長阿部　剛氏の下、東京石中会は船出をしました。

　平成 15 年の第 1 回総会以降、平成 23 年の大震災の年を除いて総

会は毎年開催してきました。今年は節目の第 10 回総会を開催する運

びになりました。

　この間、会報を出して活動内容を会員にお知らせすることになり、

井上　勝夫、首藤　光春、鈴木　健司の 3 氏は会報の執筆、編集に

精力的に活動しました。

　また、平成 17 年 2 月には前記 3 氏が母校石巻中学校を訪問、綿引

校長、横澤教頭にお会いし「東京石中会が母校に何が出来るのか」

について意見交換を行い、先輩が在校生に「課外授業」を行うこと

に決まりました。

　その第 1 回目は、平成 17 年 5 月橋本　照嵩氏が修学旅行で東京に

来ていた後輩達に浅草ビューホテルで講演を行いました。その後も

毎年課外授業活動を継続して行っています。

　この 10 年間で活動の内容も定着しつつある最中、平成 23 年 3 月

大震災発生、未曾有の被災した市民の皆さんは疲弊しきっています。

今後も石巻の復興を長いスパンで見守りたいと思います。

　花は、人の心を和ます天からの贈り物です。

 

     　　　　　　「鈴蘭」

 

　　耳を澄ませば　鈴蘭の

 　　小さい花が　春風に

 　　揺れてかすかに　鈴の音が

 　　ほら　聞こえるでしょう　鈴の音が

 

　　瞳の先に　鈴蘭の

 　　小さい花に　朝露が

 　　朝日を浴びて　輝いて

 　　ほら　揺れているでしょ　朝露が

 

　　顔を寄せれば　鈴蘭の

 　　小さく白い　花の列

 　　こよなく可憐な　鈴蘭が

 　　ほら　夢のようでしょ　鈴蘭が

　　～鈴木健司さん（８回生）より～
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石巻の復旧・復興のため頑張っています。
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「金の延べ棒」贈り主は誰？！ 「雄勝希望キャンパス」に咲いた桜花

吉永小百合さんがサンタで訪石 全ろう佐村河内さん　感動の鎮魂曲

浦学球児　日本一Ⅴの陰に石巻あり

　　　　　　　　　　　　　「３・１１を忘れない　　新宿防災フェア」 　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　NPO 法人ワーカーズコープ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

新宿区立西新宿児童館　館長

　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　村上　俊（３２回生）　

　東日本大震災を風化させず、災害に対する備えを学ぶ事を目的に開かれたイベントに参加

して、石巻の物産販売を行ないました。新宿中央公園で開かれた「3・11 を忘れない　新宿

防災フェア」。地元町内会とライオンズクラブの方々が中心となり、震災の翌年から始まり

今回は２回目。会場には消防の放水や救急救命など防災体験コーナーのほかに、物販のテン

トが３０張！！。気仙沼・女川・東松島・亘理などなつかしい地名が並びました。町会やラ

イオンズクラブが震災後に支援で繋がった自治体からの出店だそうです。「館長、テントや

るからやれ！」と命令口調で誘われた石巻の物販ですが、口調とは裏腹に地域の皆さんの優

しさを感じます。販売した商品は海苔・かつお節・味噌などですが、昨年より品の種類が増えています。徐々に生産が軌

道に乗っていることを実感しました。天気にも恵まれ来場者は、なんと４０００人。「風化」という言葉に敏感になってい

ましたが、この日同様まだまだ応援してくれる人は多いはずです。あの日からまだ２年、首都圏だからできること、出身

者だからできることを探して、協力して場を作っていかないと。

ア・ラ・カ・ル・ト
～サプライズ　イン　ｉｓｈｉｎｏｍａｋｉ～

　 2 月上旬、被災者支援 NPO「石巻復興

支援ネットワーク」から金の延べ棒

１０００万円相当が二度にわたって

郵送されてきた。送り先は、まんがランド運営の第３セクター「街づくりまんぼう」と「石巻魚市

場」。関係者、市民ともに「ぎょ、魚（ギョ」と驚きと共に

感謝しつつ「奇特な方は誰っしゃ？ありがでごだ」と思い

がけない朗報に沸いている。

 ●写真は匿名で届けられた金の延べ棒を手にする西條まん

がランド館長（右）読売新聞２月 10 日掲載）

　昨年暮れ話題の映画「北

のカナリアたち」の主人公役

で出演したトップ女優の吉永小百合さんが石巻を

訪問し話題をさらった。これは津波で流された岡

田劇場関係者らの招きで実現したもの。特別上映

会はワーナー・マイカルシネマズ新石巻で催され

た。石巻少女合唱団と劇中で歌われた童謡を合唱

し、心の絆を結び互いに感慨深い面持ちだった。

 ●写真はサンケイスポーツ 12 月３日掲載から）

　

　白壁ビッグキャンバス（高さ４ｍ幅４０m）に雄勝住民がこぞって参加し創作した満

開桜の作品が話題をよんでいる。掌をピンクや

白に染めて描いたみごとな桜に、明日への希望

を抱き心の糧としている。

 ●写真は読売新聞 4月１日掲載）

　聴力を全て失った作曲家が、

女川で母親を津波で亡くした８歳

の少女に心打たれ、身命を賭しての鎮魂曲を完成させ注目を

浴びている。佐村河内さんは被災地に役立ちたい思いの一念

から何度も訪石し、肌で風土を感じながらの体験中に少女に

出会ったもの。石巻では「サルコヤ」の泥かぶりピアノ修理

で話題となった井上社長との縁などで、魂のミュージシャン

CD 発売にこぎつけた。このクラシック CD 販売実績は仙台で

ベストセラーとなり全国的に脚光を浴びている。 

●写真はサルコヤで面会中の佐村河内さんと井上社長（右）

　五輪ゴールドメダリスト３人

が石巻を訪れ被災地３県の中高

生７０余名に実地指導をした。Ｍｒ短距離のルイス、三段跳び王者のｗ・バンクス、走

り幅跳び記録ホルダーの M・パウエルの豪華ト

リオのコーチに参加者は緊張しっぱなし。3 人

は「被災に負けない強い精神力で逆境を乗り越

えて欲しい」とエールを送った。

 ●写真はサンケイスポーツ 3 月２５日掲載から）

　春の選抜高校野球大会で見事な

初優勝をを遂げた埼玉・浦和学院

高校。この V に一大貢献を果たした秘話が今、注目を集めている。被災直後に石巻を訪れ中学や保

育園でボランティア活動で瓦礫運びなどの手伝いでこどもたちと絆を深めた野球部員たち。甲子園

優勝を祈って石巻のこどもたちはアルプススタンドに「浦和学院のお兄ちゃん、がんばれ！」の横

断幕を掲げ後押し。浦学ナインも横断幕応援に励まされ、念願の初優勝の栄冠に輝いた。互いに感

謝、感謝の明るい話題でした。

 ●写真はサンケイスポーツ 3 月２３日掲

載から）

カールルイスら金メダリストが訪石指導
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　窓口を通してお振り込みされますと、手数料が 120 円徴収され

ます。振り込み用の機械（ＣＤ）で振り込まれますと、手数料は

80 円となります。できるだけ、振り込み用の機械（ＣＤ）でお振

り込みされますよう、お願いいたします。

（平成 24年度会計報告は今年 6月総会にて行います。）

　東京・石中会も今年で１０周年となりました。会の運営は、基本的には同窓生皆様からの貴重な年会費を財

源としておりますが、事務費用その他の活動で、財政的にはまだまだ脆弱な面を有しています。

　東京・石中会では、引き続き皆様からの貴重なご寄付を受け賜っております。ご芳志は、下記事務局長宛に

お送りくださいますようお願いいたします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加藤　友成

〒 330-0856　さいたま市大宮区三橋 4-339-4

東京・石中会への寄付お振り込みに際してお願い

事

務

局

だ

よ

り

年会費の納入、ありがとうございました。

●平成 24 年度・東京石中会・年会費払込者名簿

［3回生］阿部 剛・大木 郁子・秋保 光子・武山 勝・青沼 義信・森山 滋之・後藤 久男・水澤 昇・結城 常明・坂本 武久・嶋田 寿子・加藤 英子　［4回生］森田 亨子・大西 葉子・

阿部 剛夫・大熊 正子・井上 英治・三浦 貞夫・金野 和夫　［5回生］佐藤 仁子・松本 悦子・津端 みち子・島子 妙子・菊田 淑子・上原 藤三・渡邊 寛治・阿部 寿郎・平山 貞夫・

阿部 道子・石井 弘志・遠藤 明夫・小松 悦子・越後 京子・徳江 明・鈴木 恵美子・早川 幸子　［6回生］久道 勝信・藤澤 俊・相澤 昌男・中村 繁子・細川 金子・長崎 紀久子・

鈴木 季子　［7回生］伊藤 惠子・橋本 洋二・金澤 功・田上 富美子　［8回生］首籐 光春・鈴木 健司・山手 てい子・御牧 道子・樽見 和子・古胡 満子・荒木 軍治・畠山 尚・川

島あつ子・菅野 邦子・佐藤 恭子・松田 勝治・高嶋 展廣・今野 ひさ子・渥美 淳・金森 喜美子・市川 洋子・高橋 静子・小泉 サト子・塩谷 洋子・水澤 春彦　［9回生］野崎 ナ

ホ子・高橋 洋治・森 孝二・後藤 安男・山川 孝子・伊藤 幸子・早田 光・加藤 恵美子・菊池 正・青山 さわ・加藤 照子・滝川 喜久子・田中 龍子・伊藤 幸子・椊田　洋子

［10 回生］亀山 雄臣・角田 守弘・緒方 正子・今井 和代・三浦 照雄・大高 朋子・田代 勝彦・本田 生子・舘 克憲・奥村 カツ子・勝又 勝・川野 澄子・菅ノ又 桂子・斎藤 宣子　［11

回生］菊池 保夫・高井 篤三・池永 貴美子・渡邉 みよ・間部 和子・高橋 和子・雫石 登志子・三宅 靖代・阿部 恒久・後藤 永子・鳴海 佳子・中島 富子・栗原 光男　［12 回生］西條 修・

森田 光子・金澤 由紀子・金澤 洋・山下 秀子・蟹澤 詔子・中塚 克子・佐藤 正克・今井 あい子・村上 秀一・小林 美智子・関根 斉・安田 淳子・榊 経子・吉田 義男・岡崎 国男・

岡崎 好子・奈良坂 仁・奥田 捷治・南里 憲三・夏目 都喜子・籾井あき子　［13 回生］須田 正毅・小堀 敦子・佐々木 次臣・竹内 政子・岡田 ちづ子・勝島 節子・保坂 智子・赤

塚 誠哉　［14 回生］川原 泰子・山中 圭子・高橋 真理・細川 忠勝・清宮 三代子・武山 和子・梅沢 智　［15 回生］池田 精寿・星 憲夫・末廣 千代・山形 昌子・今野 和子・畠

山 清光・太田 とし子・星澤 晋　［16 回生］渡辺 啓子・星澤 正孝・葉 良枝・坂口 いく子・伊澤 洋子・青山 憲介・金澤 哲・薗田 美智子・吉田 義弘・佐々木 光子・熊谷 徹・

佐藤 政彦・森田 芳朗・新井田 道子・須田 厚　［17 回生］佐藤 真木夫・佐藤 秋男・熊谷 道夫　［18 回生］小野 恵久子・田村 隆・本橋 富久子・鈴木 清勝・小笠原 けい子・加

藤 京子・西田 美知子・岩崎 久仁夫・山崎 容子・石森 邦昭・浅野 和雄・山口 広治・加藤友成・吉田 るり子・中崎 園枝　［20 回生］山川 恵利子・茂泉 克則・佐々木 千代子　［22

回生］穴原 直子・千葉 長俊　［23 回生］岡田 文彦　［24 回生］伊勢 秀一郎　［25 回生］師岡 千英子・溝辺 佳代子・相沢 茂・住 いつ子・星野 祐一　［26 回生］高橋 裕子・渡辺 淳・

大久保 多賀子・高橋 周泰［28 回生］菅原 寿幸　［29 回生］阿部 泰　［32 回生］村上 俊・鈴木 わか子　［33 回生］菅原 洋樹・高橋英二　［34 回生］星野 知倫　［36 回生］浅野 剛　［40

回生］成家 新一　［43 回生］高橋 真一郎　　（以上順不同・敬称略　平成２５年３月３１日現在）　　

●寄付者
［3回生］阿部 剛・武山 勝・青沼 義信　［4回生］阿部 剛夫　［5回生］津端 みち子・遠藤正子・上原 藤三・鈴木 恵美子・早川 幸子　［6回生］鈴木 季子・藤澤 俊・細川 金子　［8回生］

首籐 光春・鈴木 健司・水澤 春彦・樽見 和子・今野 ひさ子・山手 てい子［9回生］菊池 正・伊藤 幸子　［12 回生］森田 光子　［18 回生］山口 広治　［22 回生］千葉 長俊

東京住吉会・東京しらうめ会５１

　

日
頃
は
東
京
石
中
会
の
活
動
に
ご
協
力
・
ご
支
援
を
賜

り
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
か
ら
早
や

二
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
復
興
に
向
け
た
遠
い
道
の
り
を
感

じ
な
が
ら
も
一
歩
一
歩
前
進
し
て
い
る
ふ
る
さ
と
石
巻
の

姿
を
見
る
に
つ
け
我
々
に
今
で
き
る
こ
と
は
何
か
を
問
い

続
け
る
こ
の
頃
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

東
京
石
中
会
は
平
成

２
５
年
度
に
「
第
十
回
東
京
石
中
会
の
集
い
」
を
迎
え
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
記
念
す
べ
き
節
目
に
新
た
な
取

り
組
み
を
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
ひ
と
つ
は
広
報

誌
「
友
よ
！
」
の
特
別
拡
大
版
を
発
行
す
る
こ
と
で
ご
ざ

い
ま
す
。
ふ
る
さ
と
石
巻
と
の
交
流
を
活
発
に
し
た
い
と

い
う
こ
と
で
様
々
な
情
報
を
ご
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
回
の
発
行
に
あ
た
り
ま
し
て
は
関
係
の
団
体
・

個
人
の
方
に
多
大
な
る
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
改

め
ま
し
て
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
二
つ
目
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
ご
ざ
い
ま
す
。「
石

巻
圏
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
の
広
場
」
「
石
巻
圏
首
都
圏
情
報
」
等
の

新
た
な
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
た
く
さ

ん
の
情
報
を
発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
加
え
て
石
巻
圏
や
首
都
圏
で
復
興
に
向
け
た
活
動
を

し
て
い
る
団
体
と
の
連
携
も
進
め
て
お
り
ま
す
。
役
員
一

同
こ
れ
か
ら
も
よ
り
一
層
「
石
巻
」
と
「
会
員
の
皆
様
」

と
の
交
流
を
深
め
て
い
け
る
よ
う
に
尽
力
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
ご
協
力
ご
支
援
の
お
願
い
で
ご
ざ
い
ま

す
。
ま
ず
第
１
点
目
は
平
成
２
５
年
度
分
の
会
費
の
納
入

で
ご
ざ
い
ま
す
。
本
会
は
ご
存
知
の
通
り
会
員
の
皆
様
の

浄
財
で
運
営
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
何
卒
ご
理
解
の
上
ご
支

援
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
第
２
点
目
は
「
役
員

の
募
集
」
で
ご
ざ
い
ま
す
。
現
在
役
員
は
少
人
数
で
の
運

営
を
し
て
お
り
ま
す
。
い
つ
で
も
募
集
し
て
お
り
ま
す
の

で
是
非
と
も
応
募
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
に
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

今
後
と
も
ご
協
力
ご
支
援
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
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第８回教育講演会開催される！

「迷いの中にも素晴らしい出会いが！」

「美と真実を求めて」　宗教画家　渡辺総一さん（１８回生）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（同行者：加藤友成作成）

　今回の講演会は１２月７日（金）に石巻中学校の体育館及び教室で行われた。
震災から 1 年半を経てなかなか進まない復興状況の中で一歩一歩着実な歩
みを感じた今回の訪問となった。
　第 8 回になる講演会には石巻中学校の全生徒（３３３名）及び教職員そ
してＯＢＯＧの方々が出席して講演者の話に聴き入った。

＜基調講演：＞
　基調講演は１８回生の宗教画家の渡辺総一氏である。「単純化と象徴化」
を窮めて独特なキリスト教抽象画の世界を創り上げてきた。従来から活発
な創作活動をしてきており数多くの個展も開催している。現在では国内は
もとより世界の教会や大学で多くの絵画が展示されており各方面から高い
評価を得ている。
　以下にその講演概要をご紹介する。

講演要旨：
　中学時代から、自分にふさわしい仕事はなんだろうと捜すうちに、キリスト
教と美術に出会いました。そうして、キリスト教美術の制作は自分の天職だと
思い、絵画教室を開きながら、30 年歩んできました。この道程は折々に出会っ
た方々に支えられ、導かれてきたものです。皆さんにも素晴らしい出会いがあ
ると信じています。

①悩みの中で―　自分の天職が見つかるまで、②美術とキリスト教との
出会い、③聖書との出会い、④美術との再会とキリスト教美術へ、
⑤単純化と世界へのひろがり、⑥自分を捨てるということ、⑦出会いの恵み

＜第二部の「分科会」＞
　第二部は１０名の講師の方々が教室に分かれて分科会が開かれた。様々な専門分野において人生観・教訓が披露された。
生徒たちは個々に関心のあるテーマ（会場）を選び先輩の話を熱心に聴いていた。

各分科会　講師と講演内容
分科会 講　師　名 講　演　内　容

１ 八幡家　代表取締役　※老舗日本料理店

阿部　紀代子　氏

「食について」

２ ゼン・インターナショナル代表取締役

木村　美保子　氏

「旅の話　アジアの中の日本人」

3 東北プランニング　代表取締役　※広告代理店

熊倉　一徳　氏

「広告という仕事について」

４ 齋武商店　代表取締役社長　※産業廃棄物処理業

齋藤　祐司　氏

「再生エネルギーってなんだろう？」

５ 石巻青年会議所　理事長

大丸　英則　氏

「まちづくりとひとづくりについて」

６ 平孝商店　代表取締役　※老舗造り酒屋

平井　孝浩　氏

「日本の文化　酒造りについて」

７ NPO 法人いしのまき環境ネット　理事　天津神大龍神宮宮司

齋藤　義樹　氏
「地域の環境保護活動について」

「神社の宮司の仕事について」
８ 積水ハウス仙台シャーメゾン支店　石巻復興オフィス支店長

渡邊　信一郎　氏
「営業の仕事について」

９ NPO 法人 TEDIC代表　早稲田大学大学院生

門間　優　氏

「大学生活と NPO というお仕事」

１０ NPO 法人ワーカーズコープ　西新宿児童館館長

村上　俊　氏

「震災と NPO 活動」

＜講演会後に起こった地震の対応に感動＞

　教育講演会が無事終了して体育館・教室の後

片付けを終えて校長先生と打ち合わせをしてい

る中、１７時１８分に大きな揺れが起こった。

けたたましく鳴る津波警報のサイレンと同時に

周りの先生方に緊張が走った。テレビからは緊

張し、大声で叫ぶアナウンサーの避難の呼びか

けがあった。

　校長先生、教頭先生、先生方の行動は速やか

だった。

　①在留生徒の点呼、安否確認。②先生方が校

門を開放してグランドおよび体育館に避難者

（車）を誘導。③体育館に暖房、等の避難所つく

り。④生徒と家族との連絡。（そして避難解除）。

⑤避難者・車・生徒の帰宅誘導。⑥体育館（避

難場所）の整理・かたづけ。⑦教室の被害。安全確認。⑧先生方の集合・最終確認。⑨解散。

校庭から戻ってきた先生方は震えの止まらない身体ではあったがその安心感からでる微笑に感動を覚えた。一連の行動は

先生方が持たれている石巻中学校として果たさなければならない使命感の表れた象徴的な出来事であった。
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　　　　　　　　　　　　　＜生徒からの感謝のメッセージ＞

  私は美術に種類があるとは思わなかったので、「キリスト教美術」という絵があ

ると聞いたとき、びっくりしました。そして、「キリスト教美術協会」ということ

があることにも驚きました。

 実際に渡辺総一先生が描いたキリスト教美術の絵を見ると、「笑うようになる」

や「泣く人と共に」という作品の人に目や口がついていないことに気付き、とて

も不思議に思いました。もう一つ気付いたのは、絵の表面が波のようにジグザグ

になっている作品があったことです。私は、最初「キリスト教美術」と聞いてピ

ンときませんでしたが、このような作品を見て、キリスト教美術の特徴がよくわ

かりました。

私は、これからも多くの方々との出会いの素晴らしさを感じながら成長していき

たいと思いました。　（１年　Ｉ．Ｆ）

講師の方々お疲れ様でした 皆さん真剣に聞いてました

渡辺総一さんが描かれた絵画も体育館に展示されました

　仏教が主な日本人にとって、キリスト教はクリスマスなどの行事でしか、関わ

りがなく、あまり興味もなかったが、今回の講演を聞いて、「キリスト教美術」に

ついてもっと知りたくなった。「自分を捨てて生きる」という言葉には驚いたが、

その意味は深くとても難しいものだったが、説明を聞いているうちに納得するこ

とができた。「自己主張せず、自分らしく生きる」、また絵を描く上でも「先入観

でデッサンするのではなく、自分を空っぽにする」ことは、今後の参考にしたい

と思う。一番印象に残ったのは「多くの方に感謝する」です。私はまだ１４年し

か生きていないが、たくさんの人に支えられ、ここまできた。「出会いを通して成

長できること」これは大きいものだと改めて実感した。今回学んだ多くのことを

これからの学校生活に進路に生かしたいと思う。　（２年　Ｋ．Ｔ） 

  キリスト教美術というものがあるということを、今日初めて知りました。渡辺さ

んは中学生のとき、将来について悩んでいましたが、大人になってから自分のや

りたいことに出会い、約３０年今のお仕事を続けているとおっしゃっていました。

私も将来のことについて全然決まっていなくて悩んでいます。しかし、渡辺さん

のようにいろいろな人に出会い、考え、自分の将来について決めていきたいと思

います。渡辺さんの絵は、抽象的でその絵の意味がよく伝わってくるものでした。

「嵐の中で」というタイトルの絵は個人的に非常に気に入りました。最後に、渡辺

さんが私たちにおっしゃっていた言葉「出会いを通して成長してほしい」を心に

留めて、今後生活していきたいと思います。　（３年　Ｙ．Ｏ）

 私は、渡辺総一さんのお話を聞いて、キリスト教は奥が深いんだなぁと実感しま

した。キリスト教美術というものを初めて知りましたが、その絵の素晴らしさに

驚きました。私は将来何をしたいのか、なりたいのかまだ曖昧ですが、渡辺先生

が美術を続けながら、たまたま聖書に出会ったように、「きっかけ」は本当に身近

なところにあるのだなと思います。そしてその身近な出会いは、渡辺さんかもし

れないし、学級の友達、これから出会う友達かもしれません。これまでの、そし

てこれからの出会いに感謝しながら「渡辺さんの聖書」のようなきっかけを探して、

生きていきたいと思いました。　（１年　Ｕ．Ｄ）

　私は、将来についてもう一度深く考えたいと思いました。自分にふさわしい仕

事がいったい何なのかまだ見極めることはできませんが、自分にふさわしい仕事

とは、自分で見つけることもできるし、なんらかの運命的出会いもあると思います。

今のうちからしっかりと考え、渡辺さんのように天職と思える仕事に就きたいと

思いました。何かに出会うということは、自分の世界を広げたり、未知なものに

ふれたりと多くのことを学ぶことができる大切なものだと、自分の中の教訓とし

て、これからの出会いを大切にしたいと思います。渡辺さんは多くのことを聖書

から見出していらっしゃったようなので、一度私も聖書なるものを読んでみたく

なりました。　（２年　Ｎ．Ｙ） 

　私も今、将来の夢ややりたいことが明確に決まっておらず、迷子になっている

ので、今回のお話はとてもためになりました。今、将来の自分が視界に入ってい

なくとも、他にはたくさん選択肢があるのだなと思うことができました。高校に

入っても、中学でたくさんの出会いがあったように、たくさんのよい思い出があ

ればいいなと思いました。今までの素敵な出会いと、これから訪れる出会いを大

切にして、自分の本当にやりたいこと、向いていることを見極めながら、進んで

いきたいと思います。今回のお話を聞くことができてよかったです。ありがとう

ございました。  （３年　Ｍ．Ｈ） 

　生徒たちからは今回の教育講演会に関するメッセージが寄せられた。 「新鮮な驚き」「運命的な出会い」「多くの人への感謝」「きっかけは身

近なところに」 「自分を空っぽに」等の心に残る様々な感想が聞かれました。 生徒の皆さんに少しでも将来を考える場となったものと感じられ

た。（感想文参照）
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東京・石中会の集い　６月１６日（日）
第

１０

回

開場　１１：３０

開宴　１２：００

第 一 ホ テ ル 両 国　 東 京 都 墨 田 区 横 網 1-6-1

――１０周年記念事業――

新たな東京石中会つくりを目指して

「ホームページを一新！」
http:// ｔｏｋｙｏｓｅｋｉｃｈｕｋａｉ． ｃｏｍ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成：加藤友成（１８回生）　

　この 5 月からホームページが一新されました。震災から 2 年が経ち次第に記憶が薄らいできていることを感じておられる方々

が多くおられるのではないかと思います。われわれ東京石中会は10周年を記念して石巻圏と首都圏の交流を一段と活発にして「故

郷とともに」復旧・復興そして未来に向けて少しでもお役に立てるように活動に貢献していきたいと考えその一環として「新ホー

ムページ」の立ち上げをいたしました。 ＴＯＰページには石巻中学校全生徒が合同で制作した「日和山から見た中瀬」の貼り絵

を掲載いたしました。 新ホームページの中で特徴的な 2つの新コーナーを紹介いたします。

● 「石巻圏・首都圏情報」コーナー このコーナーでは石巻圏・首都圏で活動されているさまざまなニュースを発信していきます。これらの情報を知っていただきその活動を共有していくことにより

少しでも復興支援に繋がることを期待しております。 ① 石巻圏の復興活動状況（社会インフラ、水産業、商業、観光、等）を紹介 今回は「石巻元気復興センター」等の活動を紹介しております。 

② 石巻圏のイベント情報（お祭り、コンサート、等）を紹介 今回は「３．２３の石巻萬画館のリニューアルオープン」を紹介しております。 ③ 首都圏のイベント情報（即売会、コンサート、展示会、等）

を紹介 今回は「第 3回かんがるーの会」等の活動を紹介しております。 ④ 首都圏の復興支援活動（プロジェクト活動、等）の情報を紹介 今回は「石巻復興プロジェクト」等の活動を紹介しております。

● 「ＯＢ・ＯＧの広場」コーナー 石巻中学校のＯＢ・ＯＧをはじめとして石巻圏出身のＯＢ・ＯＧを紹介いたします。 様々な分野で活躍をしているＯＢ・ＯＧの紹介を通じて交流の活性化をして

いきたいと考えております。今回は「テノール歌手・渡邉公威さん（４２回生）」「トランペット奏者・伊勢秀一郎さん（２４回生）」等の紹介をしております。石巻中学校のみならず石巻圏出身のＯＢ・

ＯＧも紹介してまいります。自薦他薦で募集をしております。ご協力のほど宜しくお願いいたします。

● その他 「石巻中学校」のコーナーでは石巻中学校が発行している「石中便り」を掲載することにいたしました。石巻中学校での様々な出来事が紹介されております。少しでも身近な話題として感

じていただけることと思います。

　今回の新ＨＰを通して首都圏、そして全国の方々にも少しでもふるさと石巻との交流を深めていければ幸いと考えております。これからも東京石中会の活動の活性化に尽力してまいります。ご指

導ご協力のほど宜しくお願い申し上げます。

お申し込みは、はがき又は下記ＵＲＬから承っております。

　　　http://tokyosekichukai.com/tsudoi-annai/

渡邉　公威さん（４２回生）伊勢　秀一郎さん（２４回生）


